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トレンチ内がこの流路のちょうど北岸にあたり、南岸

は不明。ＳＲ－５埋土は灰黄褐色砂喋質土で、ｌ～１０ｍ

大の砂粒・砂喋を多く含み、１０cm大の石も少量含む。

また下層に均質な砂質土をラミナ状に含み、しまりが

ややある。出土遺物は50点程度を数え、多くは弥生土

器ないしは土師器片であるが、須恵器も確実に含む。

図化できたのは19～21の３点。１９は弥生土器壷底部。

２０．２１は須恵器。２０は坪蓋体部で稜が残る。６世紀前

葉から中葉。２１は謹胴部片。ＳＲ－５は古墳時代の後期

以降に埋没することが窺える。

遺構出土で取り上げた遺物は少ないが、Ⅲ層出土と

Ⅳ層中に、ラミナ状あるいは１～２cm大の小ブロック

状にやや粘性のあるⅢ層を混在させる。出土遺物は弥

生土器２点。うち１点が４で、壷口縁部。端部を上下

に若干拡張し、３条の凹線文を施す。中期後葉。

SP-12は、ＳＰ－９に西側を切られ、東側は調査区東

壁にかかる長楕円形の柱穴。深さは約１５cm・埋土は暗

褐色の均質な砂質土で、やや粘性の高いⅢ層をラミナ

状に含み、Ⅲ－３層に比べてⅣ層ブロックの混在が少

ない。出土遺物は５（Ｒ１）のみ。弥生土器の鉢で、

底部は小さな凸状と推測される。後期中葉から後葉。

ＳＲ－５は、Ⅲ層を切る砂牒を多く含む流路内堆積。
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した遺物は比較的多い。６～１８の13点が図化できた。

６～８は弥生土器の壷口縁部である。６は端部を上下

に若干拡張し、浅い凹線文を２条施す。頚部が直立す

る形態と推定でき、後期初頭。７は口縁を上下に拡張

し、端部に凹線文２条を施す。中期後葉。８は短頚壷

口縁部で、口縁下端が若干肥厚する。後期前葉。９は

壷胴部。器壁は薄く、肩の張りが弱い。短頚壷とみら

れ、後期前葉。１０は外面にクシ描波状文・直線文を施

文しており、複合口縁壷口縁部とみられる。かなり器

壁が薄く、内面は剥離面の可能性も残る。後期中葉か

ら後葉。１１は壷底部。１２～１６は弥生土器謡の口縁部。

１２．１３は、横ナデにより口縁上端部をつまみ上げる。

いずれも中期後葉。１４はやや内湾する口縁部。１５はや

や大型。後期中葉から後葉。１６は緩やかに長く外反す

る。後期中葉から後葉。１７．１８は高坪。１７は内側に断

面三角形の突帯を貼り付け、外側稜部に刻みを施す口

縁部。中期中葉。１８は脚部。外面に縦方向のミガキと

横ナデ、内面にシボリ痕が見られ、接合部に近いこと

が窺える。後期か。

２２～25は撹乱層出土。２２．２３は弥生土器。２２は壷上

胴部で、板小口を用いた太い「ノ」字状押圧文が認め

られる。中期後葉。２３は壷頚部で、突帯を貼り付け、

斜格子状に押圧を加える｡複合口縁壷の可能性が高く、

後期中葉から後葉。２４は須恵器坪底部。残存範囲は回

転へラケズリが及ぶ｡25は器台形のミニチュア土器か。

蓋形あるいは高坪形の可能性もある。［吉田・山田］

（８）８トレンチ（図128.129、

図版３８－５．６．４０－１０）

工学部港湾実’験施設南西に設置したトレンチであ

る。長さ約1.5ｍ・幅約１２ｍを呈する。Ｉ層が現地表

下約60cmまで続き、Ⅱ層は30～50cmの厚さで堆積し、

下部に鉄分の沈着が認められる。
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図１２９８トレンチ出土遺物実測図（縮尺１／４）
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標高28.00ｍ以下は流路内堆積となり、この流路を

SR-14とした。狭いトレンチ調査のため、標高27.00ｍ

前後までで作業を中止し、最終底面については不明で

あるが、底面まで遺物をほとんど含まない砂喋層が続

いていると想定する。確認した範囲のSR-14埋土は４

層に分けられる。①層は灰黄色砂質土で、砂篠を大量

に含む。②層はにぶい黄褐色砂質シルトを主体としな

がら、灰黄褐色砂質土のブロックを含み、弥生土器片

を多く含む。③層は灰黄色砂質土で、遺物はごく少量

しか含まない。④層は灰白色砂質土で、親指先大の円

牒を含み、遺物は見あたらない。

SR-l4からは比較的多くの土器が出土しており、い

ずれも弥生土器である。特に②層下部を掘り下げ中、

トレンチ北側部分で、弥生土器片が集中して出土して

いるが、接合関係は見られず、一括投棄したようなも

のではない。

SR-l4出土遺物から４点を図化した。ｌ（Ｒ３）は②

層下部出土の、平底の壷底部。中期後葉か。２は①層

出土の長頚壷頚部。縦方向の細かいミガキの後に、ク

シ描直線文を２帯施す。後期後葉。３も①層出土の尭

口縁部。後期前葉から中葉。４は②層上部出土の被熱

粘土塊。指頭圧痕を残す表面が一部残り、破損面には

スサ痕が窺える。以上から、SR-l4の埋没は、弥生時

代後期後葉を想定できることになる。［三吉・山田］

（９）９トレンチ（図128.130～133、

図版３９－１～４．４１～43）

工学部２号館の南西に設置したトレンチである。南

北長約1.8ｍ・東西幅約0.8ｍを測る。トレンチ内の大

部分は地表下約30cmまでＩ層が続き、北壁近くでは現

地表下80cm近くまで撹乱が及ぶ。’層下にはⅡ層が約

60cmの厚さで堆積する。

その直下、標高約27.50ｍで、１ｍｍ前後の砂粒を少

量含む灰黄褐色砂質シルトのⅢ層を検出した。また、

検出と同時に、大量の弥生土器群があらわれた。弥生

土器群はトレンチ中央、幅約50cmで北西から南東の方

向に土器片が折り重なりながら流れ落ちるような状況

で検出され、土器群の傾斜と重なり具合などから、北

西側から南東方向に向かって投棄したものと考えられ

る。土器群除去後、遺構検出を行うと同時に、東西両

壁の精査から、大量の弥生土器群は土器溜まりを形成

していたことが判明し、これをSX-16とした。ＳＸ－ｌ６

は、後述するSP-l7埋没後に形成された落ち込み状の



遺構であるという以外、明確な形状については確認で

きていない。埋土は３層に分けることができる。①層

は、灰黄褐色砂質シルトを主体として、明黄褐色砂質

土の丸いブロックと、小指先大の円牒、炭化物を含む。

②層は①層とほぼ同じ土質ながら、明黄褐色砂質土ブ

ロックは①層に比べて少なく、親指先大の円喋を含む。

土器群直下には薄い炭層が面的に広がる。③層は灰黄

褐色砂質シルトで、明黄褐色砂質土のブロックを含ま

ない。

SX-16の下層には、明らかに埋土の状況が異なる遺

構が存在する。SP-l7である。SP-17は、トレンチ東

壁に沿って隅丸長方形の平面プランを確認し、残り半

分は調査区外へと続く。掘り方は１辺約１ｍ、柱痕径

約20cmを測る。埋土は５層に分層できる。①層は柱痕

部である。灰黄褐色砂質土で、小指先大の炭化物ブロ

ックを含み、砂喋は含まない。後記する②～⑤層に比

べて、またSX-l6埋土に比べて圧倒的に粘性が高い。

②～⑤層は柱を支えるために強固に突き固められ、し

まりの強い土層である。②層は灰黄褐色砂質土で、砂

喋は含まないが、砂質が強い。明黄褐色砂質土の丸い

ブロックが約半分を占める。③層は②層とほぼ同じ土

質で、明黄褐色砂質土の割合が高い。④層は、明黄褐

色砂質土のレンズ状ブロックと灰黄褐色砂質土をほぼ

同じ割合で混在させ､砂篠は含まないが､砂質が強い。

⑤層は灰黄褐色砂質土を主体とし、灰黄色砂質土のブ

ロックを含む。親指先大の円喋を含み、炭化物は含ま

ない。出土土器は、いずれも押しつぶされた小片であ

る。

狭い範囲にもかかわらず、９トレンチにおいては大

量の遺物の出土を得て、４９点が図化できた。取り上げ

時にはⅢ層・SX-l6上層上部・同上層下部・同下層に

分けたものの、接合時には、その間で接合関係が頻繁

に認められた。１～41が、接合分も含めて、SX-l6出

土とできるものである。なお他に、４２～44がⅢ層出土、

45～49が撹乱層出土である。

１～41の内、４０．４１の石器を除いた土器は、いずれ

も弥生土器であり、しかも基本的に中期後葉の土器で、

田崎（2004）の指摘する焼成破裂土器片などの土器焼

成失敗品を多数含む。

１～28は壷。ｌは大型壷の口頚部で、口縁端部を上

下に拡張し、６条の凹線文が巡る。また頚部には、幅

広の低平な突帯を貼り付け､板小口で密に押圧を施す。

口縁部に焼成破裂痕があり、これに接合する焼成破裂
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土器片もある。破裂土器片は、中央部が厚く端部は薄

い。また、焼成破裂痕と焼成破裂土器片表面は、他の

器壁と同様の色調に焼き上がっている。

２～６は、口縁部に凹線文、胴上半部に板小口を用

いた「ノ」字状押圧文を施す同型式の壷。２～３は口

縁部片であるが、凹線文部や頚部破断部に焼成破裂痕

が連なって認められ、４には薄い黒斑を生じた破片と

通常の破片が接合した焼成時破損Ｉ種ｄが認められ

る。また、３は全体に赤く、焼きが良くない。５．６

は上半部が残る。５は体部内外面に焼成破裂痕があり、

焼成時破損Ｉ種ｃ～ｅも認められ、モザイク状の外観

を呈する。６も焼成破裂痕が認められる。

７～11は板小口を用いた「ノ」字状押圧文が残る頚

胴部。なで肩の形態の７～１０と、肩の張る１１の別があ

るが､基本的に先の２～６と同型式の壷である。７は、

下端破断部に焼成破裂痕の一端が見られる。８は全体

に焼成が不良で、下半は外表面のみが残る焼成破裂土

器片である。９も赤焼けで焼成不良。１０は内外面に焼

成破裂痕を確認できる。１１は、焼成破裂痕が内外面に

あり、黒斑・黒変の有無による明確さは欠くが、内外

面ともに色調の異なる破片の接合がある。

１２．１３は頚部に幅広のＢ種凹線文をもつ個体。１２は

頚部凹線文部のみだが、外面の大きな剥落は、焼成破

裂痕の可能性が高い。１３は焼成破裂痕及びこれに接合

する破裂土器片があり、接合部分で黒斑が途切れる焼

成時破損Ｉ種ｄも認められる。１４は頚部に細い凹線文

を施すが、その幅は狭く沈線風で、頚胴部境はむしろ

段状を呈する。外面のミガキも丁寧。黒斑が土器の破

損面まで及ぶ焼成時破損Ｉ種ｅが認められる。

１５は肩の張りの弱い胴部。焼成破裂痕があり、やや

赤焼け気味である。１６～29は体部下半ないし底部。外

面を縦方向のミガキ、内面ケズリを行う。１６は最大径

部以下が残り、胴部最大径部に「ノ」字状押圧文を加

える。やや赤焼け気味で焼成は良くなく、復元・接合

部分で黒斑が途切れる焼成時破損Ｉ種ｄが認められ

る。１７は傾斜がやや急で尭の可能性もあるが、調整は

共通する。１８は焼成不良で全体的に赤みを帯び、焼成

破裂痕が外面に認められる。１９は胴部上半から底部ま

で残存。２０．２１は胴部横方向のミガキ部分まで残る。

20は内面にハケ目が残るが、ややケズリ状。内面に焼

成破裂痕がある。２１は内外面に焼成破裂痕があり、接

合部分で黒斑が途切れる焼成時破損Ｉ種ｄと、黒斑が

土器の破損面までのびるＩ種ｅも認められる。２２～2８
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図１３０９トレンチ出土遺物実測図(1)（縮尺１／４）
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図１３１９トレンチ出土遺物実測図(2)（縮尺１／４）
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は、外面縦ミガキの範囲のみの底部。２３．２７は焼成や

や不良。２５．２８は赤焼け。特に28は、焼成破裂により、

残存範囲において外表面が残らない。

２９～32は莞。いずれも口縁端部を上下に拡張し、凹

線文を施す。莞底部が見あたらないが、調整において

壷に共通するため、先に壷底部とした中に翌底部の含

まれる可能性が高い（17等)。２９は口縁部から胴部中
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図１３２９トレンチ出土遺物実測図(3)（縮尺１／４）
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位まで残る。外面は縦方向の細かなハケ目を全体に施

した後、中位以下に縦方向のミガキを加える。内面は

上半部には指頭圧痕が残るが、下半部には縦方向のケ

ズリを施す。器壁も薄い。なお一部に焼成のあまい部

位がある。３０～32は、口縁端部の凹線文の上に、３個

ｌ対の縦位の浮文を貼り付け、さらに上から凹線文と

平行方向の押圧を加えている。３０．３１は口縁部拡張の
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図１３３９トレンチ出土遺物実測図(4)（縮尺１／４，１／２）
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３条、下端に凹線文１条をもつ。外面は脚裾部をまわ

るように表面が剥離するが、剥離面の色調が周囲の器

壁と異なり、焼成時破裂痕とは認められない。しかし、

内面を中心に焼成は良くない。３５は接合部。外面は坪

部横ミガキ、脚部縦ミガキ。内面は坪部を横方向のハ

ケ目調整、脚部横方向のケズリの後、円盤充填する。

36は坪部で、口縁部凹線文の下端が残る。やや赤焼け。

37は外面がすべて剥離しているが、残存する内面から

高坪の坪部とした｡外面の剥離は不整形な面が連続し、

焼成破裂土器片とみられる。

３８は器台の筒部か。外面縦ハケ目後、横方向に間欠

的にミガキを施す。内面はケズリか。胎土も他とはや

や異なり、時期的にも後期に降る。３９は翌の口縁部。

わずかに外反気味に長く立ち上がる。後期中葉から後

葉。

４０．４１は、節理の発達した結晶片岩の同一石材で、

Ｉ

〔１１トレンチ〕

2７．

囲
障
基
礎

Ｉ

管
１１トレン

jｌ－Ｉ
２７．５０ｍ
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Ⅱ

接合面で剥離しているが、剥離面の色調は他の外表面

と大きく変わらず､焼成時破損Ｉ種ｆの可能性が高い。

また30は赤焼けである。３２は大型の肩の張る器形。内

外面とも焼成破裂痕が連なり、表面のほとんどが剥落

する。

３３～37は高坪である。３３は全形が復元でき、深い坪

部と、脚裾部の開きが小さく短い脚部からなる。外面

縦方向のミガキの後、口縁部・脚部に施文する。口縁

部上端面に１条の沈線文、外面に凹線文５条であり、

脚部には７段の螺旋状に連続する沈線文を巡らせ、未

貫通矢羽根透かしを５方向に開け､裾部は外面に３条、

下端面に１条の凹線文を施す。なお、焼成時破損等の

明確な痕跡は、本例に認められない。３４は33と同型の

脚部。外面縦方向のミガキ後､脚部に７条の沈線文と、

脚裾部に凹線文を施す。沈線と凹線文の間には５方向

の未貫通矢羽根透かしを施し、裾部には外面に凹線文

Ⅲ’

１５６

５０ｍ

図13410～１２トレンチ位置図・実測図（縮尺１/400,1/40）
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元は同一個体の可能性がある。４０は側面を円弧状に加

工している。

Ⅲ層からは42～44が出土している。４２は弥生土器喪

底部。外面はタタキの痕跡が一部残り、底部も小さい。

後期後葉。４３．４４はいずれも土製品と考えられる。４３

は、底部近くに近接して、孔径約1.6cmの円形透かし

を２孔確認できる。復元底径４２cmの器台形か。胎土

はやや粗い。４４は復元径3.6cmの鏡形。鉦部を中央か

らやや外れて貼り付け、紐孔を穿つ。全面に指頭圧痕

を残す。

４５～49は撹乱層出土。４５は弥生土器大型壷の口縁部

で、上端部を三角形状に肥厚させる。中期中葉か。

４６．４７は弥生土器莞の口縁部。４６は口縁部に凹線文２

条を施し、頚部に突帯を貼り付け、刻みを加える。中

期後葉。４７は内面横ハケ目を残す、やや長目の口縁部

をもつ。後期中葉から後葉。４８は復元径28cmの円形

透かしと、クシ描直線文の一端がわずかに残る。器台

の筒部と考える。弥生時代後期後葉か。４９は片側が平

坦なボタン状を呈し､膨らむ側の頂部に刺突痕がある。

高坪接合部の充填粘土とも考えられるが､やや小さく、

外形も整う。ここでは土製品としておく。焼成は弥生

土器に共通する。［吉田・三吉・山田］

坪脚部である。裾部の接地面は小さく、外面は丁寧な

ミガキを施す。残存範囲内で、透かしは認められない。

後期後葉。［吉田・山田］

(11）１１トレンチ（図134.135、図版３９－６）

城北構内南西隅の廃液処理施設南西隅に接するよう

に設置される電柱に伴うトレンチである。約１ｍ四方

のトレンチを設定したが、トレンチに接して西側に雨

水用排水机があり、この埋設余掘りと、この粉に引き

込まれる管路により、トレンチ西側と北側には撹乱が

及ぶ。また南側も、南側囲障の設置に伴う余掘りがト

レンチ南壁に迫る。したがって、本来の土層が残存す

るのは南東側50cm四方程度に過ぎない。東壁での所見

によれば、Ⅱ層が表土下50cm弱であらわれる。このⅡ

層は炭化物粒をわずかに含み、しまりがやや弱く、粘

性のややある暗灰黄色砂質土のⅡ－１層と、１ｍ前後

の砂粒を少し混じえ、砂質がやや強く、鉄分が沈着し

てしまりのある褐色砂質土のⅡ－２層に分かれる。

Ⅱ層の下、標高27.36ｍ付近から包含層であるⅢ層

があらわれ、そのうち上部約15cmほどのⅢ－１層は暗

褐色砂質土で、１ｍ前後の砂粒と１mm大の炭化物を少

量、１cm大のⅣ層ブロックをわずかに含み、粘性がや

やある。対して下部５cmほどのⅢ－２層は、暗褐色砂

(10）１０トレンチ（図134.135、図版３９－５．４３－７）

１１トレンチの電柱を支える東側支線埋設のために設

定されたトレンチ。城北構内南西隅の廃液処理施設南

側、１１トレンチからは東約２５ｍに位置する。東西約

09ｍ・南北約0.6ｍを測る。地表下45cmまではＩ層で、

その下に約15cmのⅡ層が確認できる。Ⅱ層は、炭化物

粒を少し含んでしまりのやや弱い、粘性のややある暗

灰黄色砂質土であるⅡ－１層と、１ｍ前後の砂粒を少

し混じえ、鉄分の沈着があり、しまりのある褐色砂質

土であるⅡ－２層に分かれる。

地表下約60cmの標高27.42ｍからはⅢ層となり、以

下2720ｍまで続く。この地点のⅢ層は暗褐色砂質土

で、１ｍ以上の砂粒をほとんど含まず、炭化物粒を少

し含み、粘性がややある。なおⅣ層上面で、径30ｃｍ

弱・深さ10cm弱の柱穴SP-l3を検出している。埋土は

暗褐色砂質土で、やや粘性の高いｌ～２cm大のⅢ層小

ブロックとⅣ層の同大ブロックが斑状に混在する。

Ⅲ層と撹乱層から若干の出土遺物を得ているが、図

化できたのは２点。いずれもⅢ層出土である。１は内

面と底面の剥離した壷底部。２は、ラッパ状に開く高

､ﾐ達皇亭

図１３５１０．１１トレンチ出土遺物実測図（縮尺１／４）
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質土で、Ⅲ－１層に比べて、Ⅳ層のｌ～２cm大ブロッ

クを多く含み、しまりがある。なお、調査区東壁際で、

Ⅲ－１層下面から掘り込まれた、径20cm弱・深さ１０ｃｍ

強の柱穴SP-15を検出している。埋土は暗褐色砂質土

で、砂粒をほとんど含まず、Ⅳ層の１cm未満のブロッ

クを少量含み、粘性がややある。また、Ⅳ層上面には

溝状の凹部があるが、これは根によるⅢ層の落ち込み

とみられる。

狭い範囲ながらⅢ層と撹乱層から、比較的多くの土

器が出土しており、しかも弥生土器ないしは土師器で

占められる。３．４はⅢ層出土。３は多条のへラ描直

線文をもつ尭体部。前期後葉。４は、小さな高台状の

上げ底底部。後期後葉。５～７は撹乱層出土。５は壷

口縁部。緩やかに外反しながら開く。後期前葉。６は

壷の上胴部で、頚胴部境に２条のへラ描沈線が残る。

５ま

今回の調査は、愛媛大学城北キャンパスの南縁に沿

ってほぼ等間隔に調査区が設定された。そのため、一

連の長いトレンチではないが、キャンパス南縁に東西

方向のトレンチを設定したことにもなり、この地点の

遺跡の広がりについて、新しい知見を多く得ることが

できた。また、９トレンチのSX-l6では、土器焼成失

敗品を含んだ時期的まとまりのある遺物を得ることが

できた。これら２点について、まとめておきたい。

［吉田］

（１）城北団地南縁の遺跡の展開（図136）

今回の調査では、城北団地南縁にほぼ等間隔にトレ

ンチを設定し、東西方向の地形復元に有効なデータが

得られた。まず、現地表は、東端で標高約29.9ｍ、西

端で約28.0ｍと、1.9ｍの差がある。地山検出高は、３

トレンチのＶ層上面が標高約28.5ｍ、西端の１１トレン

チで約272ｍと、比高差13ｍ・現地表及び地山層であ

るⅣ層ないしＶ層の上面とも西側へ傾斜する面をな

し、旧地形の傾斜がより緩やかである。

東部の１～４トレンチでは、明確な流水性の堆積は

３トレンチのＳＲ－ｌに留まるが、４トレンチのSＸ－

３．４や１．２トレンチのⅢ層も、砂喋を多く含んだ

流水性の再堆積層である可能性が高い。つまり、城北

団地南東隅部付近は、広く流水性の堆積が広がってい

１５８

前期中葉から後葉。７は短頚壷の胴部か。後期前葉。

［吉田・山田］

(12）１２トレンチ（図134）

１１トレンチの電柱を支える北側支線埋設のために設

定されたトレンチ。城北構内南西隅の廃液処理施設西

側、１１トレンチの北約３ｍに位置し、西側囲障に接す

る、南北約１ｍ・東西約0.7ｍのトレンチである。ト

レンチの東約０２ｍに建物が迫り、地表下約１ｍまで

掘り下げたが、撹乱を受けたＩ層が続き、人力掘削で

きる範囲も限られ、また隣接する南側１１トレンチでの

包含層検出レベルとも比較して、この深度までで調査

を終えた。なお、撹乱層から弥生土器が１点出土して

いる。［吉田］

とめ

ることになる。大学構外東方の、松山赤十字病院南西

部での松山市教育委員会による試掘調査でも、やはり

流路内堆積層が確認されており、一帯は、東西方向に

伸びる微高地南縁の落ち際近くに当たることになる。

なお、このような落ち際の埋没は、狭い範囲での出土

遺物によれば、各地点で時期差があるらしい。１．２

トレンチでは、Ⅲ層からは弥生土器のみの出土で、３

トレンチＳＲ－１は古墳時代後期、４トレンチＳＸ－３．

４は弥生時代後期を示している。

一方、５．６トレンチでは、流水性の堆積土が認め

られなくなり、東西方向の微高地が南に張り出した状

況が推測できる。99709調査８トレンチでは弥生時代

終末期の遺構があり、６トレンチより西部でも、弥生

後期の遺物が点々と出土している。７トレンチSP-l2

などもその時期の遺構である。また、文京遺跡５次調

査（調査番号：98401）や99709-7調査では、古墳時

代後期の遺構・遺物も出土しており、７トレンチでは、

古墳時代に下る流路内堆積層が認められた。７トレン

チの地点では、南側低地帯の堆積が、古墳時代に一部

北に拡張していたことになる。８トレンチでも厚い流

路内堆積層であるSR-14を検出しているが、これは弥

生時代後期に遡る可能性が高い。北側の文京遺跡１次

調査（調査番号：97501）でも弥生時代後期の遺構・

遺物が出土しているが、SR-14に連なるような流路や
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溝などはなく、SR-14は城北団地南縁の低地帯本流部

の堆積が北側に拡張したものらしい。

９～１２トレンチでは、再び安定したⅣ層を検出でき

るようになり、１次調査区はじめ、北側で検出されて

いる遺構群からの広がりが想定できる。９トレンチの、

弥生時代中期後葉の土器焼成失敗品一括投棄である

SX-l6や、その下での比較的大型の柱穴SP-l7、そし

て１０．１１トレンチの柱穴である。中期後葉から後期を

中心とするが、その一方で、前期に遡る弥生土器の出

土もあり、周辺に前期に遡った遺跡の存在が予測され

る。なお、９トレンチではⅢ層から鏡形土製品が出土

していることも注視される。

以上のように、城北団地南縁一帯は、東から西へと

緩やかに傾斜雲する微高地の、南側落ち際に位置し、地

点によって低地帯が南北に拡張・縮小している状況が

復元でき､時期毎に異なった遺跡の展開をみせている。

まず、弥生時代前期の遺物が点々としながら出土して

いる。一方、文京遺跡で最も出土量の多い中期後葉は、

７トレンチのSP群あるいは９トレンチのSX-l6・SP-

17が目立った遺構であり、やや西側に偏って、１次調

査区からの広がりを想定できる。２０次調査区や27次調

査区の状況からして、城北団地南縁東部への濃密な広

がりは想定できない。弥生時代後期の遺物も、６トレ

ンチ以西で点々と確認でき、99709-8調査では明確

な遺構も認められた。北側への広がりはなお不明なが

ら、やはり城北団地南縁西半に後期の遺跡も広がる可

能性が高い。古墳時代後期の遺構・遺物は、６．７ト

レンチで確認できるが、５次調査や99709-7調査に

も認められ、５次調査区を中心に遺構の広がることが

想定できる。また北側でも１３次調査区と20次調査区の

西部で同時期の遺跡が展開しており、あるいは一連の

遺跡の広がりも想定できよう。［吉田］

（２）SX-16出土土器の位置づけ（図１３７．１３８）

９トレンチのSX-l6出土土器は、狭い範囲と短時間

での調査のため、詳細な出土状況を記録できていない

が、出土遺物の内容から、土器焼成失敗品を多く含ん

だ一括廃棄資料とみなすことができる。以下、先に報

告したSX-16出土資料土器の１～37について、その位

置づけを考察する。

まず、３７点の内訳であるが、壷28点、尭口縁部４点、

高坪５点である。ただし、報告でも述べたように、壷

には17など要底部の可能性のあるものも含まれてい
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る。それでも、姿が少なく壷の多いのが特徴である。

また、器種毎の内容にも偏りがある。まず壷は、口

縁部に凹線文をもち、長めの頚部が胴部に緩やかに連

なり、肩部に「ノ」字状押圧文を巡らす壷①が１０点

(２～１１)、大型の口縁部に凹線文、頚部に低平な貼付

押圧突帯をもつ壷②が１点（１）、頚部に凹線文をも

つ壷③が３点（12～１４）である。なお壷③は、凹線文

の特徴によって、１２．１３と14に２分できる。また、胴

部・底部の多くは、形態的にも数的にも壷①と推測で

きる。そして、内面下半にケズリを行う個体が大半で

ある。以上の３型式のいずれにも、焼成失敗品が含ま

れている。

一方、斐口縁部は、いずれも凹線文をもつ個体であ

るが、報告でも述べたように、３０～32は同巧で、２９に

比べて胴部の張りが強いと予測できる。したがって、

29を喪①、３０～32を莞②としておく。なお、焼成失敗

品は、窪①には認められず、尭②の１例がある。

高坪は、矢羽根透かしをもつ個体を２点（３３．３４）

確認できるが、他の３点は全形を窺い型式を認定する

ことが難しい。大きくは、凹線文を有する型式として、

一括しておく。なお、焼成失敗品は、焼成破裂土器片

である37があり、あるいは34の矢羽根透かしの脚部も

何らかの焼成失敗品の可能性を考えられる。

以上のような器種・型式の組み合わせは、これまで

中期後葉に位置づけられてきた土器様式の一部である

ことは間違いない。しかし同時に、SX-16出土土器に

偏りがあるのも事実である。図１３７．１３８は、梅木

(2000.2004等）により、中期後葉とされる他の資料

群と比較を試みたものである。来住廃寺遺跡第15次調

査３区下段Ⅶ層出土土器（西尾編1993)、文京遺跡３

次調査ＳＢ－１出土土器・同ＳＫ－８出土土器（栗田編

1992）を中心に、他文京遺跡２次調査SB-4出土土器

(栗田編1992)、同３次調査ＳＫ－７出土土器（栗田編

1992)、同１０次調査SX-lO・ＳＤ－７出土土器（宮本編

1991）を補った。

まず壷においては、壷①（14）としたものは、他の

資料でもほぼ見いだすことができる（１．１０．１１)。

頚部の屈曲の強い短頚のもの（２．５）まで含めれば、

ほぼ普遍的な型式と言え、中期後葉の壷の主要型式と

できる。その中でも、SX-l6においては、長頚ばかり

で占めることが特徴的である。壷②（１５）も、やや小

型のものも含めて、他の資料群に認めることができる

(１２．１３)。ところが、壷③（１６．１７）は、道後平野に
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おいてほとんど認められない。その一方で、SX-16出

土土器にはない型式を、他の資料には見いだすことが

できる。凹線文をもつものでも、頚部に貼付押圧突帯

文をもつ壷（６．７．９）であり、そして凹線文をも

たない壷（４．８）である。したがって、他の中期後

葉土器群の壷と比較して、長頚の壷①への集中と凹線

文を有する個体のみでの構成に、SX-16出土壷の特徴

を指摘できる。さらに、謡をも含みながら壷と一括し

た底部の多くは、ケズリという技法の共通性を有して

いたことも特徴的である。

一方、姿についても、４点の口縁部がいずれも凹線

文を有しており（29～31)、凹線文をもつ個体のみで

の構成という同様の特徴があてはまる。詳細を比較し

てみても、他の土器群の凹線文は、基本的に１条ない

し２条に留まり、口縁部の拡張は小さく（１８．１９．

２２．２３．２５．２７)、口縁部の拡張具合・凹線文の条

数・浮文の有無において、差が存在する。また、他の

資料群においては、凹線文をもたない個体（２１．２６）

も少なからず存在し、これらの底部は上げ底を呈する

(２０．２４)。こういった口縁部・底部も、SX-l6におい

ては見出せず、やはり凹線文の盛用が特徴として指摘

できよう。

他方、高坪については、SX-16出:十十器も含めて、

口縁部に凹線文・脚部に矢羽根透かしを有すること

で、ほぼ一致した様相を窺うことができる（32～40)。

以上、器種毎に見てきたが、改めてSX-l6出土資料

について、凹線文を有する型式のみでの構成と、底部

内面のケズリを、強い特徴と指摘できる。そして、こ

れら型式それぞれが、いずれも焼成失敗品を含んでお

り、近接する地点で製作されたことが明らかである。

焼成単位を示す土器群と理解することができよう。

ただし、これを一定の時間を有する細分土器様式と

できるかは、なお考慮を要する。凹線文・ケズリとい

った、技法的なまとまりが強いだけに、同時期におけ

164

る異なる技法を有する製作者集団に対応したことも考

慮されなければなるまい。実際、これらの技法は、文

京遺跡をはじめとした道後平野で、決して普遍的なも

のではない。壷③や謡①．②など、胎土が異なれば、

搬入品として理解されてきたものである。とりわけ、

凹線文Ｂ種を頚部に有する壷③など、中部瀬戸内地域

に、類例を求めなければならない。莞②や壷内面下半

のケズリも同様であろう。このような、中部瀬戸内的

な土器作り技法を有した者の手による、一回の土器焼

成に対応する資料として、まずSX-l6出土資料を評価

しておくべきである。

このような土器製作単位が、時間差を表す小様式と

なり得るのか、それとも文京遺跡における同時期の土

器製作単位の差になるのか、密集居住域出土土器との

比較によって、判断することとしたい。［吉田］
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ＩＩＩ部：

層部犀ノー字状測鎮２段q,外航縦ハう.と.、'０寓
謡犀・赤色粒含む鰭跳成破裂痕・接合する焼！

肩訓~ノ｣.i砿押､:史｡内外面鰹滅ユタ|而撞色､ル

~if燕鹿ﾉ]三W燕L文｡外'減ﾊｹｼ,内血備蝋!i蝋ｮ内ｼﾄ而陛ぶい鐙色,荷英.長石.雲踏.赤色粒含む‘,焼成破裂摸あり。

脚1線丈３条。内擬而横-ﾉー ｱ：内外Iij

郡凹線覚２条｡１１識部談･デ､頚部縦ハケ::oIAl外面稚魚零:I;染長石裳母赤色識含むご焼喚砿裂痕あり
母』

"、

群財1.['月虻哩舛而縦ハｹ｡.：．'記･畠，・剖封lH瓢!E痕冒陳:罰i灰黄摘色、内面褐庚色叡４:葵・蔓ｲ.

ｔ含むご焼成破裂痕あ；

タト面繕ハケ:.､内面縦ハケ･［･横ミガ坪｡外而にぶい澄色､1A！
１ｺ多く含む今接争'りる暁成破裂痕・焼峨破裂.邑器M･あil。

黄撒色冨{拠・怪石・宴蔽含鋤・蛙成破裂痕あり

面指頭１３.痕一外而lこぶい溌色、I刈哩;､.ぷい黄職色。:I『典差Xi．

破裂-:z撚八･あり、焼成ぷ良

|IIEに錨い稀仇７iW災･量ZU･雲録･赤睦虻をやや多く含む．赤焼け

『
自
己

似Ⅱ

Ｆ１

３:､Ｅ チＩＨ．

乱

鍬耐

SＲ

1物爽測凶

3掴,､.部

l〕埴

l〕掴

弥到:-:･器

緬哩器

１－師

弥生弱

弥生ロ患

弥生_鴎

辛
亜

坪身

祷吉ミニゾ･訳.ア髄部？

蒲

謡

潅削

唾淵

謡剛

１１隷祁

砧付突僻・斜語了;|糊鞭文!､外臓

IP卜面I､極へラケズ:j，内面:ILIIil副デ、外而淡避但、内1,峡El負Ｚ9.発・長Ｘ:'．やや含む皐離

外面職ハク::、内向横ハｸ．1,．外面侭ぶり､掲色、内面にぶい澄色．衝英,長.ij・雲J:の柵粒やや含む

外而；

外面

iかい縦ハケ:1,1ﾉ』而指諏陛痕“外l雌:､鉱い黄蕊色、凶商栓色巳矛:'灸・髪７W..・斐低やぺ

1直線文２'器外而雄丈鮒縦ミがキ、内面ハケ;:§内外蝉;悪い楕色。:1,‘炎提可:.‐霊

擬ハケ.」・横･；･テ'･内面惑減．外面楕色、内1m明赤褐色。可『典・差7..．斐低ヤや含#『

民争討い禰色、内l訂灰黄褐色目？『処・腿7：・要iii:。赤色粒や や多く含む

陽<含枇

上含む唇

ワ
』

1m131

_Z型と

ﾄ゙199

Ｆ２(畑

１
．

叩画

ｒ届

叩節

工耐

Ⅲ肘

Ⅲ廟

Ⅲ肘

烹屈

Ⅲ肘

弥磐~号器

弥生二

弥』l：.､監器

弥１１.土器

弥生･里.縦

弥恥･5.器

弥生.,

誌生･『.．

弥止_~.器

漁

しユJ

p8:［

壷

壷

説

認

勢

:蕊

唾部

．I隷部

I縁耀

;l縁端部洩溌１１７級文２条＆内外面横･泉､外1,稀色、内面阪色＝２”た唾.共・長石孝<含t』

､臆端部ﾘ隷文2条。内舛而l燕･潟外面稀色，瑚塵iに拭い澄色。,1.炎．峰ｊ、実ij』．赤色粒やや含む．

内外面縦ナデ。外、蝿色、1Ｊ．、こぶい稀色‘,榊良な胎上に赤色粒含む

外lliミガキ・〃･デ、内而指頭哩痕．外語}とぷい稚倣、ｌＪｆｉぷき銘い黄樋色＆万曝英・践芯・雲、含む

可外面縦･デi・門外可

詞外面棚う･･デ．内ﾀｌ－而

討外面撒ﾒ･芦。内外雨

ﾝ識直線文・没我史。外面捜色、内面にぷい黄授色‘,梢良な詮._:に衝魂・基Z;”微剖粒蓉

窯滅、lﾉ引範ハケピ、，内外l虻黄織色。肝英・鴎;・饗認を夢<含む＆

慌色ｆｊ災・曇Xi.，斐緑やや含む。

に悪い訂講色伽.(J蕊・長石一霊峰やや含也

灰F･色。梢良な胎_L,二if英・長薗・雲赴嘩織111粒やや含む

２

Ⅲ胴

、隅

臆ｷー ２２僻

砿とk･呂茜器

説

謎

,『縁部

可縁部

噸、ﾉ･デ・航ｊ･デ、内測ノデ舎人I外而茂戯鐙色。種蕊・長櫛・雲蛙・赤色牡やや奇も

『卜匝愉ナデ･器 ､クＥ'･瀬i制H鎖圧痕、内而斜ハケ.1．内外需}こ夢い様色‘,緬英･蕊ﾉ.'･雲赴の鋤粒やや介心。 ２

二隅 弥生_ｈ器 ．｢縁認 対外1.1il紺-ブ 卿笹色、内I耐こぶい橿堂。打英・長止｢・雲母・赤価糠やや含む_‘ ２

1２９

奮階

諦ffl

強生・畠器

弥生２.器

鎮恵器

鎮恵器

鮒と|Z･;弓器

高刈

坪維

罫1W
＆ﾛ.

戸
室

脚ｉ

庇Ｉ

体:

詞ｉ

刑部

粥1,縦ミガキ・淵

瑚外圃漕滅唇外面に憩い憧色、内而樹訳色も‘h｢英・長Ji・雲:÷・赤腿粒多く含む愚

Al外面|口|職ノデニ:X;外澗灰色。蒋英・艮万の細粒含も

噸瓜タタキ徒カキ人内師騎

ｋい：ノ.：龍伏押眠文患:ﾉ§外

蹄･声、内而1〆減り摸。外施禍咲竺ＮｍＦぶい黄桶色。ィLi英・長,i論･む･

波丈ｇｉ灯外而灰.".色亀肩英・侭.行合も,｡

没。内外面浅蛍鐙色っイ言5災・卿･巽ｍ・赤色社やや霧<合せI'。
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出一ｋ状況

嗣位・逝桶

SX･･16上砺下部

SX･･16.1ざ届

SX-･'６Ｆ届

SX･･１６Ｆ届

Ⅲ層

SX-26k掴Ｆ部

SX･･１６Ｆ届

SX･･１６下砺

ＳＸ.

SX-

撹門

ＳＸ.

Ⅲ俺

SＸ

SX･･ｌ６ｌ､､階

Ⅲ砺

SX･･16.二厨.ﾄ゙部

SX･１６．:塀下部

SX･･１６F.届

SX･･１６Ｆ届

Ⅲ層

SX･１６.二届下部

SX･･16．ﾄー屑

ＳＸ１６１､.胸

ＳＸ･･１

SＸ－１

Ⅲ瞳

SX･･16下園

sx･･l6FjWi

ＳＸ１６Ｆ届

ＳＸｌ６Ｆ噸

撹乱

ＳＸ･161.ｊＷＦ部

ＳＸ１６ＩＥＲＥｉ

ＳＸｌ６Ｆ厨

ＳＸ･１６Ｆ耐

SX･-16Ｆ耐

SX･･１６F.届

Sx．.:６上砥Ｆ部

ﾖX･･:6.1..層ﾆﾆiＭ

ＳＸ･１６下屈

Ⅲj圏

Ⅲ厨

Ⅲ層

批乱

撹乱

撹乱

掻乱

撹乱

Ⅲ届

撹乱

Ⅲ画

･-16Ｆ屑

【･－１６１．１Ｗ.『･劇

6に届下部

6.下播

16.1,．層

6上活.Ｆ部

６．､届

6‘'二層下部

６Ｆ届

6..二層ド部

6下層

ラヒ肘.,画iiII

;下嗣

上阿Ｆ部

ラｆ団
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坪
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晦坪

素刷
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鍵

器台形？

鏡形

識

蕊

謡

器台

ボタン状

壷

高坊

部位

上胴部

頚甜

頚胴部

頚胴部

詞部

下半需

Flikl綿

~F朋舘

.Ｆ半部

唾部

底部

底部

底削

厳部

罵倒

底部

底編

底部

､二半割

川縁部

１１緑

『i頚部

全形

際部

接合部

坪綿

坪部

筒舗

１１織部

底部

底謡

全形

11隷昌

１１頚目

１１頚

筒総

全ｆｉ

底部

胴１部

文様・調整・色調・胎.坐等の蒋徹

肩部：ノ.Ｉ字状押脹文。外面縦ハク:1、内面折頭圧痕ｃ外面浅黄機色、内面にぷい黄横色。石英･長石雲母
赤色流含禽。焼成破裂痕、色調の異なる破片の接合あり。

頭郁隔広のＢ種凹線文。陶面ノデ・脂醗圧痕。外面臆ぶい燈色、内揃にぷい黄控色･石炎・腿石・雲涯・赤

色粒含む。外薗焼成破裂痕か。

頚剖娠広のＢ穐凹藻文。外面縦ハクＸ、､弧訂術頭隠痕．内外1筋にぶい黄椅色。石英･長石‘雲鋒‘赤色読含む。

焼成破裂痕、接合する跳戒破裂土器片、焼成蒔破損ｴ標。あり‐

頚部幅狭,沈謹風のIU1緩文。外而謹ミガキ･横ミガキ、内面指頭r昌痕･鞭ハケ則。外面浅黄撹色、内面歴白色。

:石央・長石・雲厭の微細粒含む。晩成時破調:種ｃあり。

外面..二胴ｉ

灰黄褐色く

胴部jIt大径部Ｆノ壷.字状抑圧文。外面横ミガキ･縦ミガキ、内而ケズリ。

曇宥・雲母・赤色粒含む。焼成時破損了種。あり、やや赤焼け。

外面鞭ミガキ、内面ケズ.ノ・撮頚圧痕･外葡iこぶい髄捜色、内面にぷい燈色。府英･畏石･察は｡赤色粒含む｡

大径総検ミガキ．.F半縦ミガキ、内面ケズリ。外面極色、内面赤栓色。石英･喪万・雲､:｡赤色粒含む。

裟痕あり、赤焼+)。

外面上胴部縦ハケ日・雌大径部横ミガキ。Ｆ認部裟ミガキ、珂測上米縦ハケ･§[･毒頭圧痕、Ｆ半ケズリ。外面

浅黄僚色、内面捜色。澗炎・挺石・実母・赤色粒含む。

ﾀ|面二部縦ミガキ,下部護ミガキ、内而ケズリ状の鞭ハケ目。外面にぷい黄撞色、内面灰黄間色動衝英・長｛ｉ
,実母･赤色粒含む雪焼成破裂痕あり、焼賎ややあ芸い＠

外面上謡描ミガキ．Ｆ部縦ミガキ、内面ケズツ。外面'二ぷい黄鐙色．内面灰茜描色但府英・長石・雲母含む。

焼成破裂痕・焼成時破調匡諏４．ｅあり。

外面鞭ミガキ、内面ケズリ．外面にぷ１，魁黄横色、内面灰黄褐色。石英・長石・雲母含む。

外薗縦ミガキ、内面クズリ。外面Iこぷい黄機世、内面瀧黄燈色。石塊,量万・雲録含む。焼成やや不良｡

外禰縦ミガキ、内面ケズ:ｊ・・ﾉｰヂ。外面にぷい栓色、内面栂灰色･荊英･長石･巽母･赤色粒の擬細粒含む。

外薗縦ミガ:ｷ､内面ケズリ・；･デ､底面平行タタキ状の凹f1Io内外面鐙色･石英,憂府､窒厭･赤色粒含む。赤峡け｡

外而瀞

外而織ミガキ、内面暦城、・部ハケー1残。内外而にぷい黄糧色翻街英･長衝･雲母含む割焼成やや不良‘

内外面剥離磨滅。内外I欝赤橋也置万炎・量覇.･赤色粒やや多く含む。焼成破裂痕あり｡

.｢縁部凹線文３条。１１頚部内外面横ブデ、休部外幽･ﾆ半縦ハケロ、、1,.';雑ミガキ、内面ケズリ・テラ'･外面灰

菰褐色、内面にぶい祇色．堰英･長石・雲越・赤色粒の微釧粒含か。・部焼成不良部あり。

口織部凹線文・３億ｺ対の押眠浮文。内外衝磨滅ｃ内外面燈色。頑英･提石･実母・赤色粒含む。焼成時破損
エイ雌か、赤焼け。

.]縁部凹繰文・３個1対の押雁浮文｡内外甑にぷい黄侭色｡石炎･長誰･雲除･赤色粒の微細粒含む｡蝿茂時破識Ｉ逝自か

;｢縁部凹線文3条・＃個二対の押階浮文ｂ内外面剥縦。外面灰黄褐色、脚間にぶい黄橿色ｃ府英,長万・業母
赤色粒含む。薙成殻裂漉あり師

：I緑部.:呂而沈線文二条・桃

其３条・‘j『端面凹蝋文1糸
外I飢二ぷい淘登色、内面に

脚部沈織文7条･米貫通矢埋根違5方向･羅部外面凹線文3条･ド謡州ｕｌ
外面灰黄褐色､内面にぶい黄澄色。打英･長ｲ.･雲母･赤色粒の微釧粒含

坪部外面横ミガキ、内面縦ハケｉＩ・円盤充槙部う･デ、脚部外面縦ミガキ、内面識ケズリ。外面にぶい撞色、内

面撹色。石英･艇万,葵母･赤色粒含む。

1織部Ⅲ線文2条残｡外而凝ミガキ､内而揃ミガキ｡外面抵色､内而に識､澄色.石英,長石･雲母･赤色粒含む｡やや赤焼【ﾅ。

舛而剥蝶、･人j面牒滅,ミガキか。I輔外而にぷい黄授色。石英‘長衝･雲母･赤色粒笛

外而繊ハケ目,横ミガキ、内面喋漉・ケズ:jか。外面黄灰色、内面浅黄機色ご石劉

外而ハケメ、湖面脚滅。内ﾀ|-面浅黄澄色。石英・長.丘.雲母赤色粒やや多く含む．

釧面加:二渡あり。耕晶片程Ｅ

結晶片岩。

外而タタキ、内面指頭圧換金内外面澄色《,,b｢英・長芯‘赤色粒やや含む。

近接:'た円形透２孔。内ﾀ|面ﾂ･デ。内外面にぷい赤褐色.巧英・長箇・雲母やや多く含む。

鉦部貼り付け・穿孔。全面指頭圧痕。両面赤褐色。石爽・優石・美母やや含む。

内外面磨滅。内外面浅黄澄色。石英，曇霧・雲母・赤色粒やや多く含むａ

|｣緑部凹隷文２条､頚部貼付刻｢;突帯｡内外面撒・ナデ｡外筒燈色､内面明赤褐色｡宕炎･畳万・婁厭･赤色粒やや含む。

卜面体離縦ハケ.-;･頭部便ナデ､内閲1-1縁部談ハケ.男.勺体溌脂劉]i笈。内外面にぷい慢色｡石英･艇万・案紙やや含む

円形造、クシ描直譲文。内外澗澄色。禰英，挺石，裳録・赤色粒含む

峠側平坦、膨らむ測の頂龍に1＃ﾘ突痕あり。I笥坪充域Ij盤部の可能強あI〕。

外薗ナデ、内面，底面剥離ご内外面洩黄構世。訂英・長石を多く含む。

外面恢ハケ目・鞭ミガキ、内砺愉ナデ・指頭淫痕。内外面洩黄溌色。‘f二i菜・長石・雲母の剥粒含む，

ミガキ、内而ケズリ‘:ﾉJﾀ、灰黄褐色。芯英･長衝･雲母含む、

fil縦ハクL1・躍大径部横ミガキ・下而部溌ミガキ、内匝』.､ﾕ!§肺
.&『英・長,f･雲母・赤色粒含む‘焼成破裂痕あり、やや赤＃

卜而Iwl線文冊条、脚部７段の螺雄状沈縫貢:・米貫通矢羽根羅5方向・譜部外面凹線

Ｉ。坪部外而綴ﾐガｷ･内而横ﾐガｷ｡際部外而縦ﾐガｷ･内面:"ほり摸･横･･デ。
ぷい橘色。霧英･琵万官業鉦･赤色粒含む

１文

'１ケ･目．.Ｆ半ケズリ圏外面積色、内面

回

凸
．
ノ

外而澄色、内面侭ぶい渋授色。荘英

縮｡外画縦ミガキ､内間しぼり痕。

表面の鍾落顕苦己内面蝶成不良

計j・・外面暁成破裂痕

長石･雲母やや多く含む。
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.'･胴部
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へラ措沈線６条ご内外面唇減画外面灰内色、内面没黄犠色ｃ石英・畏石・雲母をやや多く含む

外而鞭ハケ園・指頭峰痕、内而ナテごｃ内外面澄色。荷英・艮罰・雲母の細粒をやや多く含む。

外面磨滅．内面散ナ完内外Ini灰口色。苅英・長石雲鋒の訓粒含む。

諏胴部境へラ描沈線。外而横ミガキ、内面指頭埴説。凶外而鐙色。､荷英・長占・雲母の細粒やや含む。

外面ﾉｰテ、内而麿滅。外面撹色、内面浅黄燈色。禰英・長悲一雲母の細粒含む。



Ⅳ文京遺跡の弥生集落の一様相

Ⅳ文京遺跡の弥生集落の一様相

一遺跡南部の状況一

文京遺跡20次調査と23次調査は、いずれも愛媛大学

城北団地の南部に位置する。そして、明らかになった

調査地点の遺跡内容は、北側の法文学部周辺（３．７

次調査区）や旧グラウンド部分(１２．１４．１６次調査区）

とは、異なる様相を示した。以下、そのような状況に

対して、若干なりともまとめを行っておきたい。

まず、面的な調査であった20次調査では、意外と弥

生遺跡の展開が散漫であるという、他の調査地点とは、

些か異なる様相が明らかとなった。北側には、浅い窪

地を挟んで大型掘立柱建物を望むものの、遺構の密度

と溝の存在からすれば、弥生集落の東限という想定す

ら可能な状況が、２０次調査区にはある。

他方、３．７次調査区は、微高地上の高所にあたり、

大型掘立柱建物や方形周溝、大型竪穴式住居などが所

在する。その西側前面の、１２．１４．１６次調査区やその

北側には､大規模密集型と言える弥生集落が展開する。

そして、これ以外の調査区においても、特徴的な遺

構・遺物の分布を見せる。２次調査区において小型掘

立柱建物が群在するとともに、微高地の縁辺にあたり

北側には谷を控える１８次調査区南側でも、同様の小型

掘立柱建物が集まる。また、１０次調査区では鉄器が比

較的多く出土し、ガラス津や研磨痕跡のない銅鏡片も

出土している。このように、集落内各所で異なる特徴

を、文京遺跡においては窺うことができるのである。

そのような中にあって、２０次調査区で、打製石器製

作を行う小型円形竪穴式住居SC-35が１棟のみ認めら

れたのである。２０次調査区では、西側に密集型弥生集

落の東辺を区画するかのような溝群があり、その東に

SC-35は位置する。中期後葉から後期前葉の住居であ

り、必ずしも旺盛な石器製作を必要とする時期でもな

い。また、結晶片岩製の磨製石器製作は行われていな

い。集落縁辺部での、特定品目の生産活動を示す状況

を読み取ることができよう。

詳細は未検討ながら、２０次調査のさらに東部の27次

調査でも、やはり散漫な弥生遺構分布の中にあって、

竪穴式住居ＳＣ－９周辺で、打製石器製作が想定される

状況が指摘されている。２０次調査SC-35とともに、文

１６７

京遺跡の弥生集落東南縁辺部において、打製石器製作

という様相を指摘できる可能性が高い。２７次調査の詳

細を検討した上で再論したい。

他方、集落縁辺部での生産活動といった様相の一端

を同じように示すと考えられるのが、２３次調査９トレ

ンチ検出の、SX-l6とした土器焼成失敗品の一括投棄

である。中期後葉を示す良好な資料であるとともに、

その中でも、凹線文と内面へラケズリという技法的ま

とまりをもち、同時期の資料にあっても、偏在性の高

い土器群である。この土器組成自体の意味についても、

土器製作を考える有効な視点となるが、密集居住域出

土土器相との比較を通じてなされねばならず、今後の

課題である。ここでは、土器焼成失敗品の出土位置と

して、分析を加えておきたい。

まず、２３次調査SX-16は土器焼成失敗品の出土であ

り、焼成場所そのものは特定できないが、近傍で土器

焼成が行われた可能性が高い。２３次調査自体、点的な

調査で、周辺の遺構展開状況は不明である。北側１次

調査区で竪穴式住居などが出土しているが、より北側

の密集居住域ほどの密度ではない。むしろ密集居住域

との間には、浅い窪地を挟み、２次調査区は、小型掘

立柱建物が集まり、倉庫群が位置する空間と見なせる。

つまり、密集居住域は南側に拡大しないのである。２３

次調査SX-l6が、密集居住域とは一線を画した位置に

所在することは間違いない。

そして、比較的近接する１０次調査区においては、遺

跡内での鉄器出土がやや集中するとともに、ガラス津

や研磨痕跡のない銅鏡片の出土から、ある種の生産活

動が想定できる。したがって、１次調査区の位置づけ

が暖昧ながら､愛媛大学城北団地構内の西南部一帯が、

土器や金属器に関わる生産活動域として位置づけられ

る可能性が高いとすることができよう。

同様の土器焼成失敗品の出土は、２０次調査に隣接す

る１３次調査SK-29でもある。やはり集落縁辺域に近い

場所での土器生産、失敗品投棄という状況であろう。

ところが、密集居住域に含まれる'２次調査区内でも、

土器焼成失敗品の一括廃棄が存在する。土器製作・土
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の生産の場が、集落南部の縁辺域に配置された様相を

想定しておきたい。

いずれにせよ、集落縁辺域と対比すべき、集落の中

枢域あるいは密集居住域の様相が明らかになって初め

て、弥生集落の構造的理解は進展する。１２．１４．１６次

調査区を中心とした密集居住域の資料が未検討のまま

ながら、これらの予想される成果と比較すべき成果が、

遺跡内の南部に偏した20次調査と23次調査で得られた

ことにこそ意義がある。密集居住域の様相が十分明ら

かになっていない現時点での、文京遺跡の弥生集落素

描であることを明記して、結びとする。［吉田］
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器焼成・失敗品投棄という活動の一端が、密集居住域

に持ち込まれることもあったことを認識し、土器群の

内容に応じて、その意味するところを正確に評価しな

ければなるまい。

文京遺跡において、弥生集落内各所の機能を限定的

にのみ捉えることは適当でないが、一方で、居住域・

生産域等と呼び得る差異が、弥生集落内には存在する

とできる。とりわけ、密集居住域との対比からして、

浅い窪地を挟んだ南側で、種々の生産活動が想定され

る状況である。生産内容とそれに応じたさらなる空間

分割はなお不明な部分が多いが、土器・石器・金属器
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文京遺跡20次調査(1) 図版１

１弥生。古墳面遣構検出状況（南東から）

２弥生。古墳面完掘状況（南東から）



図版２ 文京遣跡20次調査(2)

１SC-35焼土・炭①。②検出状況（北から）

２ＳC-35焼土。炭①。②検出状況（西から）



文京遺跡20次調査(3) 図版３

１SC-35屋根材検出状況（南から）

２ＳK-48屋根材検出状況（北から）



図版４ 文京遣跡20次調査(4)

１ＳＫ－４８Ａ－Ａ,畔（北から）

２ＳＫ－４８Ｂ－Ｂ，畔（北西から）



文京遺跡20次調査(5) 図版５

１SK-48炭化物。赤色顔料検出状況（北東から）

２SK-48完掘状況（北西から）



図版６ 文京遣跡20次調査(6)

１調査区北西部弥生。古墳面完掘状況（西から）
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＆

２ＳＤ－３３．３４．３６（南から）



文京遺跡20次調査(7) 図版７

１調査区南西部弥生。古墳面完掘状況（西から）

２SX-40完掘状況（南西から）



図版８ 文京遣跡20次調査(8)

１ＳＣ－２７．２８検出状況（西から）

２SC-28完掘状況（南西から）



文京遣跡20次調査(9) 図版９

１ＳＣ－２７ｏ２８完掘状況（西から）

２ＳＣ－２７完掘状況（南東から）



図版1０ 文京遣跡20次調査(10）

１CU13区粘土検出状況（北西から） ２ＳC-29遺物・焼土出土状況（南西から）

３北１区完掘状況（南西から） ４SC-29竜検出状況（西から）

５北２区完掘状況（南から） ６北３区完掘状況（北西から）



文京遺跡20次調査(11） 図版1１

１南区完掘状況（南東から） ２SP-443土層断面（北から）

３輪羽口（Ｒ37）他出土状況（北東から） ４輪羽口（R37）他出土状況（南から）
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鍵鍵蕊I§蕊LiJ蕪蕪蕊蕊蕊 灘織灘
５SX-22検出状況（北西から） ６SX-22検出状況（南西から）



図版1２ 文京遣跡20次調査(12）

１古代。中世面遺構検出状況（南東から）

２古代。中世面完掘状況（西から）



文京遺跡20次調査(13） 図版1３

１ＳＤ－２ウシ下顎骨（R6）出土状況(1)（西から）２ＳD－２ウシ下顎骨（R6）出土状況(2)（西から）

３ＳＤ－１～３（Ｙ＝-67168）土居（北西から）
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図版1４ 文京遺跡20次調査(14）
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